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平鹿地域研究の経過

調査研究委員会

Iはじめに

秋II叫立博物館は1975年5月，人文科学系5部n.

自然科学系2部門の総合博物館として開館した。それ

以来当館では，秋田県内の特定の地域を選び，各部門

が共同してその地域を総合的に研究するという試み（

地域研究）を続けている。地域研究が行われるように

なった経緯については，すでに『秋田県立博物鮒研究

報告第3号jに述べてあるので省略するが，その意義

については次のように考えている。

1972年，『秋田県立綜合博物館設立櫛想」に当館設

立の基本理念が示されている。それを要約すると，「

秋Ill県立綜合博物館は，従来の諸学の寄せ柴めI'lり総合

博物館ではなく，秋Ⅱ1郷土をI'l然史的人|川史的に綜合

した，郷土学的綜合博物館であるべきである」という

ことである。われわれは日常，この基本理念をふまえ

た館活動をするように心がけているのであるが，地域

研究こそ最もよくそれを典体化するものであろう。な

ぜなら，地域研究においてのみ､，全部nが共1の対象

をもって研究を進めることができるのであり，郷|君が

総合的に究明されると考えるからである。

これまでの地域研究をふり返ってゑると，1975年か

ら77年にかけては鹿角地域を研究対象とした。鹿角地

域研究においては「十和lIl火1ll灰と南祁要素」という

大テーマをかかげたが，中・小のテーマは特に決めず，

各部I")の、主性にまかせた。その結果，総合化とL、う

点では必ずしも所期の｜｜鯉を述したとはいいがたかっ

た。

1977年から79年にかけては鳥海Ill麓地域を対象とし

た。前|M|の反街に基づき，この研究では最初にいくつ

かの中テーマを決め，その下に各部門のテーマを,没定

した。結果としては，一部の^テーマにおいてわれわ

れのIIざす総合化が達成されたが，全体としてはまだ

まだｲく完全なものであった。

1980<r-以降は平鹿地域を対象とした。この研究では

前2|m|の地域研究の反省をふまえて，研究の進め方に

少なからぬ工夫をした。本稿でその概要を報告するが，

研究過程において研究計画の立案・推進役を務めた調

査研究委員が，おのおのの分択したパートを執筆する

という形式をとる。

なお地｣或研究の成果は，その都度展示（地域展）や

博物館教室で公開しているほか，研究報告誌_卜にも鞭

告している。

Ⅱ研究の視点と経過

平鹿研究の研究テーマはすでに1975年に提案さ＃1て

いる。当初は，「雪と横手盆地」をタイトルとし，「

里」を主テーマとするものであった。研究対象地域は

横手盆地全域であった。1979年3月には，「横手盆地

一雪と稲作一」として修正提案された。主テーマを「

雪と稲作」に焦点化された。なお，この時点において

も研究対象地域は横手盆地全域となっていた。

しかし，地域研究プロジェクトが具体的に動きだし

た1980年4月に，調査研究委員会が中心に検討した結

果，研究対象地域を増Ill町・平鹿町・雄物川町・十文

字町・人雄村の4町l村とし，主テーマを「水」とす

る総合研究とした。その理Illとして，横手盆地は東Iﾉq

最大fellStem,i糊北60kmに及ぶ極めて広大な地域である

こと，秋Illﾘ14の五大地域区分（日本地誌研究所版）の

一地域として位置づけられる枇手盆地ではあるが，大

曲・仙北，描手・平鹿，湯沢・雄勝の三地域にそれぞ

れ地域差があり，郷土学一地域諭一の展開にあって，

ことに総合化の方法において極めて困難であること，

などがあった。一方，「雪」に関する研究は不可欠の

ものであることが確認されたものの，具体的研究にあ

たってその方法・研究期間など院路があり，その困難

性を指摘する意見が多く，間迩点として検討されること
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になった。平鹿研究を推進するにあたって，雪を水の

概念に包含するということを確認するにとどまった。

水の循環の観点からゑた場合，研究対象地域における

山地の扱↓､についても論難された。しかし，結果II9に

は1975年の主テーマ「里」（盆地床）に限定すること

になった。なお，大森町。｜||内村・描手市に閲しては，

展示の段階で考慮することにした。

「水」を主テーマとした研究方法に関しては，農業

社会を基盤とした水の多1111的利川を根幹とした｡水とそ

の''1然・水の利用・水の信仰（心）の三要素から，近

世から近代にかけての平鹿の雁史的風土にアプローチ

することにした（図1）。

水の多面的利用に関しては，地形的に扇状地・氾濫

原（泥炭地）・河111に類型化した。扇状地の湧水とそ

の質的利用・氾濫原の泥炭とその結果的利用．imI川（
●■●

雄物川）とその水力利用を視点として，総合化の方法

をとった。その際に，農業社会における米作りに|則し

ては地主sj．農産物に視点をおいて，水の多IIII的利用

における「秘水」と「雄物川」，「泥炭」と「沸水」

「雄物川」の関連性を重視することにした。その相互

の具体的関連は図2に示した通りである。平鹿研究の

推進にあたって残された問題は「雪」の扱い方であっ

た。平鹿研究において「雪」の意義は府過できないも

のの研究の具体的展|刑において，方法,,,りにも11が職l的に

も極めて困雌であることが，特にl皇|然部nにおいて指

摘された。人文部|川lでは展示の段階て考1値すべき意見

が支配的であった。結果的には，「雄物川」飢域の研

究において，雄物川の水文学的資料の中で配慮するこ

とになった｡

研究体制としては，「湧水」．「泥炭（根子）」．

「雄物川」の3グループを核として，展示を前提とし

て，「文化財」と平鹿のトヒカルな事象を調査する「

トピック」グループの5グループで調在．研究グルー

プを編成した。

1980年以降の研究経過の概要は次のifljりである。

1980年5月：地域設定および平鹿に関する基礎的報

ft(街料：日本地誌一秋Illﾘi↓－，二宮
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書店版），

6月：平鹿巡検（2班柵成）

8月：各部I"lより「平鹿研究の現状」につい

ての報告（文献等提示）

12月：中テーーぞ設定および各部FIlより'1，テー

マ提出・検‘;､I

1981年3月：博物館協I淡会にて「平鹿研究のあり方」

について協議～共同調査の方法につL，

て～

5月：地域研究「平鹿」現地説明会（於:¥

鹿町図書館）

8月：平鹿研究・中間報告会（本館）

mm・リj4立農業短101ﾉ<学学長

膝岡一男氏

9月：平鹿展一水とくらし－，シナリオ素案

（半Ill案）提案

1982年6月：平鹿展一水とくらし－，第二次峡示シ

ナリオ案（維f案）提案

平鹿研究のまとめについて検!;､l～総ｲｬ

化をめざしての方法論・肌'先経過を中

，心として～

展示間係資料リストアップ

7月：平鹿研'先・第二I"l中間報告会Ml

‘満師：秋|Ⅱ経済大学教授

、f11市太m氏

BJl:「平鹿のl縦史的風土I論」[1､職i*ii

9月：平鹿研究成果・現地報告会（於：、|えlノビ

町就業センター）

10月：地域峡「1え鹿一水とくらし－」・レイ

アウト提案。

この'川.1と芸課職員は幾1史となく現地調代にあたっ

た。現地調査にあたっては，｜班|係町付に禍在協ノルiを

委嘱u調侭がスムーズにできる体制をとった。かく

して、地域展「平鹿一水とくらし－」に，3ケ年間の

研究成果を公開することができた。（賊j'･hli学）

Ⅲ各グループにおける研究の視点と経過

1湧水グループ

Iｿ]水研究グループは,6;W']雌史・考古・1t俗，

工芸・地質・生物）で細成さオ'た。

1980年12)1に第一lI1i")ｲ〈研'先に関する打合せ会をも

った。その際，各部門が可能とする研究テーマが提示

された。各部PIの研究概要は次の通りである。

雌史部n:湧水の利用に視点をおいて，米作り・地

主制・酒造業の地域的展開を考察する。

考古部n:地形・水とのかかわりから遺跡を考,',地

理的に考察する。

民俗部I"]:清水信仰・水利'Ⅲ↑jから地域的特性を考

察する。

工芸部I"J:ill蝋染（浅卯絞りも含む）・紙漉きなど

の伝統工芸を水一Iｿ)水一とのかかわりを

考察する。その際にI藍がめなどの平鹿

の窯業も考察する。

地質部I"l:皆瀬川・成瀬川の形成した扇状地の柳水

について，分ｲii・餓観・規模・水晶二・水

侃・水質などを考察する。

生物部I"J:柳水性動物（トミヨ・イハラトミヨ）の

於礎的生息状況を考察する。

各部i"]か可能とする研究テーマをもとに次の点につ

いて雌,認した。

（1）各部nの共通テーマとして「湧水の利用」を観

点とした洲門研‘先を推進すること。

(2)i>j水の利用にかかわる体系的・構造的考察をは

かること。すなわち，多而的な柳水の利用を考察する

にあたって，各部門間のｲII互の関係を緊密にし，地域

研究における総合化のためのW#造化をはかること。

以上の2，'､'､Iを鵬淵したうえで，当面，基礎l(料の収

集につとめることとし，特に胡水の水文学（自然:|学

的）的川究および沸水の分布砿I認に努めることとした。

柊部|川lから提示された調在項tiをもとに，〃)水の利

川とその総合化および各部|ﾉ11111の有機的関連をはかる

ために「")水の|]然」・「柳水の利用」・「澗水の心」

を三要素とするi,嘩造化につとめた（図3)。おもな調

査項||はW4の通りである。

1981年4月の段階で，主としてiﾘ)水の多面的な利月｝

にmする研究をどのように推進するか検討した。その

おもな喫点として，

(i)mｲ<地ﾉ､'､(からの流｣或に，各細"1の研究テーマか

系統|'|りに総合化をはかるﾉﾉ法はなL,か。

（2）ある1ｷ逆地域に各部nの研究テーマを有機的に

測地づける二とができないか。例えば，平鹿町浅脈地

|ﾒﾆの胡水州;とその流｣戒は対象地として可能ではないか。
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その一例として工芸部r1における正聴染（平鹿町浅

舞）について示したのが図5である。

1982年6月に各研究グループの相互1^1血および総合

化をはかるために次の点について確認し，平鹿研究の

推進にあたった。籾水グループに関しては，

(1)湧水と泥炭の関連について

湧水の分布は杵瀬川・成瀬川のM床の変遥との関

連がある。特に河岸段丘の段丘崖下・扇状地の扇端

・雄物川周縁の柳水は地形発達史の関迎で考察する

必要がある。

（2）湧水と雄物Illの関連

内陸水路と雄物川舟運との関連は，雄物川の/'1港

を結節点とする物資の流通に求めることができる。

例えば小勝Ⅱl川上流の御倉前（平鹿町下鍋倉）は内

陸水路の要所としての地名上の残象と考えられてい

る。

農業川水として漉水の占める割合は入きい。穀倉

地帯における水利股行は米づくりにとって欠かせな

い要素であり，かつ，米づくりにおける地主制と密

接な関係にある。一方，米づくりと酒造業，地主階

しかし，現実的には両者は一体なものであって，特

に限定する必要もない｡むしろ各部nir.)の調査項IIを有

機的に関連づけて共I"J研究が推進されることに意義が

ある。そこで，各部門とも特に限定した地域設定をし

ないで，それぞれの研究テーマに沿って各部I"l間の関

連をはかり相互の連携を保ちながら研究を進めた。

湧泉

ウ上
1月

奇f

清水fIjl

奇瑞伝承

ウ上
1月

奇f

防御

産業用水水水

湧泉の利用 |ﾘ〕ﾙとの心
＝ －

湧水の利用とその総合化

各部門間の有機的関連

（1）

(2）

図3基本的な考え方

漉泉の分布・規模・景観

測泉の立地（扇端・段丘崖下・lll純末端・河111周辺）

水温・水質・水量・熱伝導度

湧水性の動物とその基礎的生息状況

遺跡の分布と〃〕泉（生活水・村落史）

節と湧水

切果と網j世莱・村方地主

職染(技術系播・水質・媒染材・I稗・原料一木綿・製品の流血・ノ|:､産川典）

窯業（深井焼・増|川焼・吉乃焼ほか・’'1111人形一陶土）

紙すき（睦介・随Ill.吉In・贈'11）

)iとのiIll（祭IIjl.祭礼l組織・奇瑞物語ほか）
11

図4おもな調査項II
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m地域研'先の維過

;Mの物撹の流人・流HIは雄物川の州l連に依ｲ『:Lてき

たと考えられる。

以上のように，一応即念的には，6部|川1の｛j機的間

j血を維持すること，泥炭・唯物111冊‘先グループとの間

迎性を保ちながら共''1川'先をaして総介化のﾉﾉlAl性を

模索するように努めた。しかし、

（1）湧水の、然では，ほぼ調盗項||の洲代は遂行で

きたが，水h|旨の調盗が技術的に|ｲ‘I雌であった。

（2）〃]水の利用では

・満水の分ｲIIと遺跡の分ｲIJは雌介Lえたか．'I'世

の館と＃I:水との間辿調査が|ｲ<1'雌であった。

・酒造業の研究においては，水を接点として社会

科学と''1然科学がそれぞれ独|'|の伽城での研究

は本源的に困難である。

．内陸水路の実態を知ることは衝料的に|ｲく|雌であ

る。

などのIll]題かあった。

′災質的な調侮期間は1年余にすぎない。この剛IUl間

で地域研究のp約を遂行することは命雌なことである。

しかし，一L心のまとめが必挫であり，かつ，鵬,jミシナ

リオを作成し，地域研'先の成果を腰示することが必須

条件である。水縦告では，湧水グループの研究経過と

研究の視点の慨|略を述べてきたが，岐縫に地域鵬「､ド

鹿一水とくらし－」にどのように研'先成果をりく現した

かその概要を記しまとめにかえたい。

◎fl'f水の''1然

1清水の分布・景観

（2）〃]水性動物～トミヨ，イバラトミヨ～

（3）水質・水温（解I税猫料に褐,|世）

<t:些細"i

凋街項'’

一・技術の系譜

一・水の利Ⅱ1

－．媒染剤

一・原料（木綿

間述部nm血グループ

雁史

地質

･藍）一一生物

雄物川

泥炭

雄物川

ト|脱賂一(流通)－雁史J雌物川

L憾作'擁(…伽-|齢～深j|看焼～

図5平鹿町浅舞正儲染（浅群絞り）の,州代頓'1と

他部|M1・他グループとの'11地

◎清水のｲl川l

（1）〃〕水とJ'W造災

(2)iﾘ]水とll晶燃染・浅靴絞り

（3）沸水と紙漉き

(4)挫業Ill水とその水利欄↑j

◎")水の心

ii)m水初I'～祭i11・祭じ組織

(a)Bf乞い〃)v

（紙j"･滴衆）

2泥炭グループ

、〃E地ﾉﾉの､|えりf部には広く泥炭が分布してお0,地

ﾉ[ではこれをねっ二（根木）と呼んでいる。この泥炭

を研'先テーーぞとして取りlこげようとした理Illは，

(11泥炭はごく蚊近の地間時代に形ﾉ戊されたものであ

り

(2)地域の人びとがかなり占くから主に･燃料として利

川してきた、とL，うことなので，

131I'l然系の部門とﾉ､史系の部I"iとで総合的に研究す

るのにﾙﾙｹに適した刈・象であろう

と考えたからである。

二こでは､ド鹿地域研‘だの一部としての，泥炭研'先の

研'先締過を述べる。そﾙ'は要約すれば，泥炭に|兇lする

数捗<の「'1､川'先テー-ぜ」を「総合化の視,,',:Iのもと

に取拾選択しながら，総合i'1りな研究に組み立てようと

した過羅である。

a小研究テーマ

泥炭研究に参加できる部|川lとしては，上I氾(1)の観点

からは地面・ノ|:.物のmmn,121の観点からは脈山・民

俗のiMiznであることが)緊想さオ'た。そこである程度

f附調介等の進んだ段階で,1980年12月，この4部PI

の)11当者が喋って，それそｵ'の立場から予想される小

研'だテーーぐをI'illlに川しあってゑた。このとき出さｵ’

たテーーぐを，多少分緬幣即しあげてゑると次のとおり

で､ある。

〈泥炭の利川にかかわる問題〉

．なぜねっこを使ったのか（･燃料としてのねっこへ

のｲMl

・ねっこには質の良し悠しかあるというが，そILは

どういうことなのか

。:燃料の師頗はどう変化しているか

・ねっこを仙った地域の純I'llは
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・いつ二は,ﾉWIさオ'たが，どのよ‘ﾌな眼‘だルートが

あったのか

・燃料以外に利jIiされなかったか

く泥炭の採伽にかかｵﾌる間迦〉

・採伽Ill典は|榊肥的にどう変逃Lたか

・採掘に|簾して，ノ、介地や組合のような組織あるい

ば採掘惟のようなもの唯なかつたのか

く泥炭地の利川にかかれるIlljlffi.

・採馴iiLた肋iは水Illになっているが，収品等は｣ME

炭地と比べ‐てどうなのか

・水川iこす-るにあたっては客土などはしたものか

・ホップが1鵬んに職wされているが，これは泥炭地

にj曲するのか

・各mmの5万分の1地形図によって上地fUfflの座

化を洲くることはできないか

く|'|然物としての泥炭にかかわるIII]'.!!

・泥炭の水平分ｲii,mm分ffi,1ﾉば!『はどうか

・泥炭がなぜこの地域にあるのか（成N

・泥炭地には現在特殊なhh物がﾉli青しているのでは

ないか

くその他の|川越（水に閲して）〉

．泥炭地では飲料水はと'うしたのか

・泥炭地の稲作において>!翻り[川水をどうしたか

b総合化の視点

以上のようにきわめて多岐にｵﾌたるIll]胆が捉起され

たので，次の課題は，このグループの研先が当初のぬ

らいどお')lfl然系と人文系の総合的な研究になるよ‘フ

に、上I氾の問題を幣川して細盈立てることである。そ

の|際，いわば総合化の脱'､'.ともいうべきものが必喫で

であろう。これをこのクfルーフでは「泥炭地におけ-る

農業」とした。この祝,1.1‘(を選んだIﾘSillは二つある。

一つは，二の地域において泥炭を採りiilLた跡かこと

ごとく水Ill化されているtl実に|提l辿する。泥炭を孫伽

してもその層は1乳､ので雄1Kまで採mlつくしてLま

うわけではない。したがって新たな水Illは泥炭の’2に

つくらオIることになる。また岐近はｲ《fl川l地だった泥

炭地が，IKl尚のハイロット''1号業等によI)広ﾉくな水Illに

なってきている。本来稲作にはあまり適しないは十の

泥炭地が，次つぎに水Ill化されているirだによって，

当地城が吸水的に腿業；|会であることを強く印繋づけ

られたのて、ある。

二つ|｜の川ihii,、'た此地域研究のメインテーー翁'が「

水」になったと二ろにあった。〃〕水，雌物川という他

の'I-'テーーfに比べると、泥炭というテーマはtl虻接水と

のかかォ》0がうすい。、|えME地域研か総合研'先であ0、

三つの'I'テー､'がい一|≦hは総合化されなけ-ｵlはならな

いと寸-.ii(i,泥炭とい･うテーーへ'においても水とのかか

h0あいを考・えておかなくてはならないであろう。そ

こで農雄ということを視点にしてお【ナば，農業にはｸ<

かせない1榔叫等の|川迦から，他の']'テーー愚'に間迎させ

る二とが"¥能になる)．と判断したオ>け-である。

なお．総合化の視点はあくまでも祝ﾉ､'､(であ0,こ,れ

が''11推‘先|ﾘlされる対繋になるわけではない。泥炭グル

ープのメンバーは，そﾉhそれがたとえば部lⅧlという独

|‘|の立場て調査研'先にあたるが．常に''1分の調在研'先

の中に「泥炭地における農業」ということを意識L,

この槻ﾉ､1Aから'1分のi淵代研'先をながめかえしてみる，

ということなのて、ある。

c総合研究としての組五立て

′｣､研先テーマと総合化の視点がそろったので，次に

総合研‘とLてどう細み立てるかを号えることにな扇)。

この際，二のグループの一員としてﾊ叶勤できる職曲の

散とその専攻する分りfおよび研究に曲やすことので

きるii,VI川などの現実を無視する二とはできないoだ際

に、、'l初参りIIを予想された細'1のうち，民俗細"1は他

の川先テーーぐとの|牡l係て泥炭グループから抜けること

になった。

こうしたりいともふまえた｡うえで。川|ﾉ1容（'1､研ヅピ

テーマ）を次のように限定した。

1泥炭そのものを研'先対象とし、泥炭の分ｲ11・Mi/-

泥咲

泥炭とﾉ、|川泥炭地

図6泥炭グループの研究糸m坂て
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・成因などを探る。地質部|川1が担当。

(2)泥炭地を研究対象とし，主として泥炭地の植ﾉ卜.の

特徴を探る。生物部門が担当。

(3)泥炭と人|洲のかかわりあいを研究対象とuねっ

この利用･採掘･販売などを探る｡l雅史iznが担当。

そしてこれらを，総合化の視点「泥炭地における農業

」を中核にして，図6のように組み立てた。

小研究テーマどうしは，深い浅いはあるが互いに関

連しあっている。「泥炭の分布」を例にしてみると，

(1)「泥炭地の植生」の調街にあたっては，「泥炭の

分布」が判'ﾘlしていなくてはならない。

(2)どこでどのように「ねっこを利川したか」を'mる

ことによって「泥炭の分布」の捌盗に役立てること

ができる。

(3)逆に「分布」を完全におさえることによって．過

去における「利用」の突能をIﾘ1らかにできるかもし

れない。

というような|兇|述が考えられるのである。

d成県

このグループにおいて，図6に示したような考･えﾉj

で調査研'先を開始Lたのは1981年5I1のことである。

それ以来現在までに各ハートで得られた成果は，お

およそ次のようなもので．ある。

泥炭そのものを対象とした研ヅピ：泥炭の分布．I倒序

がほぼ'ﾘlらかになった。それらをもとにして泥炭の成

|ﾉjを検‘;､Iする過程において,¥鹿地方を流れるﾉ戊瀬川

・皆瀬川・雄物川の流路が変遷したという仮説がうか

びあがり，これがほぼ証明された。

泥炭地を対象とした研究：当初lihi'iiLたように柚,|ミ

を洲街するには，残された原ﾘj鼠が少なすぎることが判

Iﾘ1Lた。そこで古文書や古老からのi叶lき取りなどの洲

査を行い，柚生の変遷をある縄|聖ﾘlらかにすることが

できた。

泥炭と人|川のかかわりあいを対象とLた研究：ねっ

この採掘・運搬用具，ねつこ化産地における卜|:産品:と

消費匙ねっこ消費地における消nn.泥炭地帯にお

ける米の反当収量の変遷などかりlらかになった。

実は現在のところ，成果として得られたのは上I記の

内容にとどまっており，従来まで.のいわゆる雌I)総合

の域を脱してはいない。中核にした「泥炭地におけ-る

農業」という視点でこれらの成果を総介していくこと

が残されたﾉくきな課題である。また視点そのものにつ

いても，これがはたして妥当であったかどうかを検討

してゑる必要がありそうである。

（渡,､im

3雄物川グループ

とI研'先のIii'i'j

平鹿の生活を考える場合，雄物川を利用した物街の

流通を欠くわけにはいかない。鉄道|淵通以前の物街輸

送にとってIll船釆|川}は二つの点で有効であった。

すなわち，峠_|輸送と比'|唆して輸送曲の安いこと，

ijii送品:の大きいことである。

平鹿で生産された米は雄物Illを下り土崎淡で|ﾉq';l"l|"l

船を通して大坂へと逆ばれた｡一方，塩紙や魚類，

火蹴などのi'in々 は|崎湊や新屋の商人たちのIll船で角

1111川そして深jf-へ陸上げされ，そこから1人l陸各地へ送

られていった。このように|ﾉ11堆水蹄としての雄物川は

海上tl送賂としてのIノリⅢN船を通してﾉ<卜の台lﾘT「上

ﾉﾉ」にii結するとH時に,m,雄勝,fill北,M辺，

ihf-ilの5郁の雌物川にそそぐ'1,M川とも紬ばｵ{るもの

て．あった。

今｢|では輸送手段の変化やin川|改修などによI)雌物

|Ⅱの持つ役割の一つであった，輸送路としての側Illlが

忘れ去られている。

本研'では，以上のような理Illから平MEとい0特定

地域|ﾉ1で雄物川をｲﾘ川した物筏の流通を中心として，

典体的に解明することに主要な目的がある。

b二れまでの研先堆紙

ﾆﾉhまで|ﾉ1陸水路をテーマとした研'先は比fillり少な

上､。東北地域全域を研'先対象とした東北史学会の綜介

研究「水運史上の東北地方」（『|縦史・第二'七仙

水連山特価号）がある。そｵ'以後，各蝶でfl.'l別研究が

さかんに行なわれた。中でも資料の豊富さとあいまっ

て|||形県の蛾上川に|典lする研究は群を抜く。その他阿

武隈川や北上川の研究〈岐近では，東北|雅史筏料節の

「近世の北上川と水運」と題する展示及びその解,況苫）

が注IIされる。

これらの動きの中にあって秋|Ⅱﾘ,{coiu¥川に|兇Iする研

究では，その主なものとして

「雄物川通船をめぐる秋H1・亀|Ⅱ両藩の碓執」

半IIITIJ太郎氏（「雁史」三¥;三-fif

「近世後期，雄物川ルl連の一訓例
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－生駒氏矢島領内米の川下げ－

中谷雅昭氏（『秋Ill地方史の研究J)

「雄物川往来誌』上・下

佐藤清一郎氏

と，雄物川を中心とした三つの研究があるのみである。

c研究の視点

前述したように雄物川に関する研究が少なく，解明

されない部分が多い状況の中にあってLも俗的視点と歴

史的視点に的を絞り次の5点を調侮した。以下，調査

の視点とその結果を述べてみよう。

川船について：調査方法としては，現在残っている

川船の確認，川船の図面や写真の収喋，川船道具の調

査が考えられる。

その結果，大正期の川船写真と川船諸道具を調査す

ることができ，展示資料とした。なお，川船のl叉1面を

この地方では作る例がないようであることもわかった。

船場柵造の解明：調査方法として，船場絵図の確認，

浜戯適職の調査,船場労仙力の分析などが考えられた。

その結果，角l川川河港絵図（明治6年）の存在により，

浜蔵，大納屋（船頭象の宿泊所），船大工などが具体

的にわかった。

また，部内の船場にある浜蔵辿椛もある程度調査で

きた。

船頭の実態について：調査方法としては各地の地主

及び商人文書の中から丹念に船頭名を拾L､出すことで

ある。その結果，雄物川町沼館の塩|川ﾘ1平家街料の中

の「ﾙl積帳」（仮称）から幕末期の船頭26^1の存在を

確認することができた。

さらに，雄物川町深井の旧船頭宅から船号を入れた

海上安全祈願掛I'lllとノコギリを資料として鵬淵するこ

とができた。

雄物川を利用した物質の流れ：洲査方法として，各

地の資料から物資の移動蹄を分析し，図表化すること

である。この中から船場につながる'｣､m川とのかかわ

りや酒，紙などの商品の移動を追跡調査することによ

り，耐水班との有儀的関連性を表現することとした。

その結果，物資がどこの河港を通して川入したかを地

主及び商人文書から解明することは資料的制約からか

なりむずかしいのが現状であった。

調査は文詳街料をMして判明する物資の助きと，人

びとの、伝によるものとに区別する形で行ない物資移

勤路を図表化した。

船場に成立した地主の経営分析：この分析を通して，

船場に|塊l連した地主と関連のない地主とで経営内容に

相違点があるかどうかを解明することで．ある。この点

については，地主経営の分析が短期間では困雌て．ある

ため継統研究とすることとした。

T-iⅡ和彦）

4文化財グループ・

「平鹿の文化財」は，展示シナリオ案'1982年4月

）の段階でll式に取りあげられたもので,|S|案では，

「中テーマ⑤平脆の文化財中テーマ④（平鹿の心

）と共通する側面もあるが，平鹿の人びとが作りあげ

た文化の'I'で，とくに有形のものに焦点をあて，平鹿

文化の地域性を浮き彫りしようとするものである。○

書画○宗教迩物○陶器」とある。これをベースに

して，次のような方針をたてた。

①宗教辿物の中で，特に神像・仏像を調在対象とする。

②日本の彫刻史の援ﾙﾘによる製作年代の､11走をする。

”をもとに，その地域の信仰を含め雌史的環境を'ﾘ］

らかにする。

その結果,111Iﾉ1村・大森町をのぞく地域の,12力寺

8社，16個人を調侮し，唖については，ほぼ完了し

た。しかし③の，ドWillとして，また修験のIllとして

きこえた保''1jWill,上法寺金峰IU,明沢金峰Ill,東鳥

海Illそれぞれの隈史的変遷の解明については，課迦と

して排ち越さざるを得なかった。

次に具体的な調侮11例を揚げる。

雄物hi町微光院（不動明王，文政銘鰐11一本庄製等）

宮Ill(阿弥陀如来1噸像,ni徳5年銘伝

鈍，寛延2年銘鰐口一本庄製）

勢至m(宝暦年中造像木札）

′1，Wf43家（地蔵菩薩立像）

Iﾉq光寺（聖観音立像）

造立神社（佐野iC洋.'｣､野大凌筆天井絵）

LU内家（不動明王立像，茶棋尼天立像）

御撤神；|菖（懸仏残欠）

金lllH'i'#I:神像）

杉Ill家（三吉神像）

速雌家（修1験喜楽院文書）東ﾙ&､I(』鴨糾,v-.

東泉寺（聖観音，地蔵菩薩，毘沙ruov像）

佐藤家（鬼神・般若面，リ帥｢･頭）
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松雲寺（釈迦三尊像）

阿部家（正徳6年銘不勤尊）

島、家（仏画類）

崇念寺（阿弥陀如来）

鈴木家（古鏡写，懸仏残叶）

蔵伝寺（釈迦三尊像）

平鹿町金峰神社（蔵王権現立像）

佐々 木家（黒色肘Ifllほか‘渚仏）

iﾘl専寺（宝永4年銘伝鎌一mf-w

高儒家（恵比寿像）

十文字町護I1^寺（五輪塔）

水泉寺（元禄10年銘鰐p,̂ .tﾘMｲド銘伝鎌

一角館製）

イi川家（奉納神而など）

加n谷家（天狗而，翁面）

米沢家（仏|曲1）

尚橋家（〃〃）

｣抑II町薬師神社（石仏）

内膜家（元禄12ｲ'三銘阿弥陀MM,宝永5年

銘聖観音，万治4年銘鰐P,Si陥塔）

満隔寺（県指定阿弥陀&||米立像）

職手市観音寺（県指定薬師如来立像，十二神将）

旭岡ll｣神社（Ia指定御神像,I-ニド'¥'将）

大雄村in隔寺，川崎家

以上、昭和56年2月から昭和57年10)1まで.81"!の

現地入りがあった。

文化財グループの役割は，展示という‘刈喋の場I向iを

念頭に，「平鹿の文化財」コーナーを充足することに

あった。神像・仏像の総点数は20点以上になるが，こ

れらを全て展示するには無即がある。そのため，県指

定文化財として既に周知のものと今I'llの調介でわかっ

たものを鵬示街料として抽出することにした。

まず，神像彫刻として，旭岡Ill神社厳21脳，仏像彫

刻として，東衆寺蔵2躯（地蔵菩薩・多Illl犬）・旭岡

|||神社厳5躯（伝・十二神将）・宮nmi社ﾉ段1躯（阿

弥陀如来）・個人蔵2柵（ｲく勤明王）をとりあげ，出

|塊依頼することになった。

シナ'ノオ及び展示図Ifliの決定までに，「平鹿の文化

財」や「平鹿の宗教文化」「平鹿の文化遺産」等々の

タイトル案が川されたが，固いとか，むずかしいとい

う意見に屈し，簡単で柔かL、「平鹿の祈り」に落着し

た。しかし，問いとされた文言が具体性を持つにくら

べて，「祈0」という表現は，あまりにも文学的であ

り，方針の③が欠落する以上，無味乾燥な題｢|に終0

そうである。そのため，敢えて，「祈り」の解り]を今

後の研究にまつことにした。展示がオープンした後も

持ち越した縦迦にそって，地域研究を進めて行こうと

考える｡御協ﾉJいただいたﾉがた,御迷惑をおかけした

方がたに，御礼と御詫びを>¥'し上げる。

（鴫H1忠一）

5トピックグループ

平鹿地｣或研究は，水につし､ての総合化という視点か

ら，湧水・泥炭・雄物川の3グループに分けて進めら

れた。しかし，展示を考えた場合，現在の平鹿そのも

のを示すものがないので，平鹿地方を十分に理解させ

たり興味をもたせたりすることがむずかしいのではな

かろうか，と思われた。トピックグループはそのギャ

ップを蝿めるII的をもって発足した。

このグループでは，まず平鹿地方の米をのぞく主要

産物や，古くから伝えられている芸能・信仰，その他

焼物・ツツガムシ・雪に|慨Iするものなどあらゆる方iin

のものを取り上げ，展示に橘用できそうなものを徐々

に選択していくことにした。最初は18項IIあげられて

いたが，雌終I'lりに展示に′hかされたのはその‘うち8項

||である。この7項IIは「平鹿あちらこちら」という

テーマの下にまとめて展示された。

この間の維過をまとめて次ベージの表に示した。〔〕

|ﾉ1の項IIは｢､Iえ鹿あちらこちら｣以外のコーナーに展示

としてと|ﾐかされたものである。また直接展示には活用

されなかった項'1の中で,mn研究として調査研究の

進められているものもある。

（嵯峨二郎）
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1981年4月

繊手・平鹿を往く
1981年8月 1982年3ﾉ1 1982年8月

m鹿を往く
平鹿平野と鳥海111

〔導入部へカラー享典｝
平鹿の道しるべ

鰹々の道採iの原ｲ象

理々の道標のI坂木

徳利

蕊鰯淵協)|事典

髄手．、1座鹿を往く

繊手・平蝿のI也図
航空'ゲ典

iIz鹿を往く

航餐写其

変.1(1の饗所「十文字」
（十文字町）

交:"iの典所「+文字」
yI1々 のj適裸

'<<mの愛所「｜･文字」

リ114々 の道雛

鹿』:ﾙ様 鹿胤様

唯物lllllI」

〃｛航，

大雄卜l，

平鹿''11,

1111ﾉ､jｨ･I，

鹿胤様

分ｲ1j医I

蝿島傑，距烏送り
唯物111町深ル

今術，

H'xt,

渋郷

,11．1沢

ｊ
ｉ
深
八

欄入り蛇天

（平鹿町）

ﾘﾝコの叩

（｣制llI町，平鹿町）

ホップ

（大蛇:村）

沼入り兇天 欄入り蛇天 沼入り蛇天

平鹿町荒処

､{え鹿のリンコ

平鹿町伊l擁碓吉稜料

I錐原利三郎在料

ホップ

大雄村さく蕊I栗本

にノ'二ⅡIのスケ笠

I一文字町仁ルlIl

l-fi皮のミノ，ケラ

1W旧町戸妓

リンゴの’11

地形と分tu
lI1Il1師と'|晶産I輔

リンコ'のM1

’ノンゴの)賊I処

赤.ソフ ホップ

蚊培の終史

上嘘とホップ

スヶ秒畠 スヶ笠 スヶー'笠

作り方，師餓（十文字町）

ケラ

（j智111町）

０ざ
、
淀

ノ
ル
ー

ノ．ケラ ノ，ケラ

作り方，純斌

仁ﾉ'二111研楽

豊能発尖会

iiiiir-郷巡幸

、Iえ恥lIIJIﾘl沢

仁ﾉ'二｢n番楽
十文す:111にル'11

－1ﾉ・クランボ

（十文ナ名11].）

'麹とくらし

ｲﾅｸﾗﾝﾎﾞ ．Iトクランボ祭り

｜・文字111‐

雪とくらし

ユキ･ソバキ

凪力先',11

かまくら

llll川部と､F野祁との

比|暁（家雌川典等）

'雪とくらし

ニエーキツバキ

」l内卜､1，繊手Ilj

l瓜力発iE

平遮11｣~町跡地111

かまくら枇手,ij

ケダニとケーダニl也戯 ケダニとケダニI也1敗

分布，碓哩1ﾉt況

眺物llli流I或

ケタニ

近'''二の信仰

If1.代蝶然のあとをたず

ねて

近世の防仰

滞月ド''1楽大森111」

,'rft賑蒋のあとをたず
ねて

六ケート､1.1桜IIIl1辺の柴『牌

オホンハjj水織手Ilj

近'{'二の信仰

保{'1羽111 人:森IIIj

仙乎､Iえ鹿の焼物 繊手､I久沌の焼物

窯跡僻州侭

IWIII暁』仰11Ⅲ」

深ル暁劇Ii物川町

I'lll焼繊手市

‘''''1人ﾉI多

〔深井焼一染物のかめ〕i采ル焼

繊予，Iえ112の山人 械i予平l肥のlilIi人

rrf･I漆i、，柴1111打谷

隆芥批渓，佐叫紅洋

I戊谷1打'11

佐全水峨善淳

平肌妥の文菖化財一、 ､'た鹿の文化財へ、

貝化イj

鉱111

（lll内村）

（平鹿町）

吉乃戴く山と

カドミ滋染
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